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序   文

この報告書は、県営畑地帯総合整備事業に伴い平成 7年度から平成 8年度にかけて実施した

小田元遺跡と久木野遺跡における埋蔵文化財発掘調査の報告書であります。

この調査により、小田元遺跡からは古墳時代の住居跡、久木野遺跡からは縄文時代早期から

後期における遺構や遺物が多数検出され、南九州の当時の歴史を解明するうえで多大な成果を

あげることができました。この発掘調査で明らかにされたものは、先人が残した私たちの文化

遺産であり、これらの成果を活かすことが、我々に課せられた重大な責務と考えております。

本書が町内に所在する文化財の保存に役され、また本町の学術資料として学校教育、社会教育

などに幅広く活用頂ければ幸いに存じます。

尚、発掘調査を実施するにあたり、関係各者より頂いたご指導とご協力に対し、心から感謝

を申し上げます。

平成11年 3月

高岡町教育委員会

教育長 中 山 芳 教



例   言

1 本書は、県営畑地帯総合整備事業 (緊急整備型)一里山地区実施に伴い、宮崎県中部農林振興局
から委託を受けて1995年度から1996年度にかけて実施された埋蔵文化財発掘調査の報告である。

2 遺跡の所在は、小田元遺跡は宮崎県東諸県郡高岡町大宇浦之名4911-2、 久木野遺跡 5区 と6区は
大字浦之名4951-1、 久木野遺跡 7区は4913-8にそれぞれ所在した。

3 石材の鑑定は宍戸章氏に、黒燿石の原産地分析は藁科哲男氏 (京都大学原子炉実験所)に、テフ
ラ分析及び植物珪酸体分析は古環境研究所にそれぞれ依頼した。

4 遺物の実測ならびに製図は (埋蔵文化財調査室)

の協力を得た。

5 遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修標準土色帖による。

6 小田元遺跡の遺跡番号は616、 久木野遺跡の遺跡番号は614で、出土遺物は高岡町教育委員会で保管
している。遺物の注記は、「遺跡番号―調査区名―層位―遺物取り上げ番号」である。

7 本書の編集は鳥田がおこなった。

凡   例

1 礫の属性項目は次のとおりである。

石材

A・ ・砂岩 B・ ・シルト岩 C・ ・礫岩 D・ ・流紋岩 E・ ・安山岩 F・ ・石英

赤化

A・ ・・強く赤化し表面が脆い  B・ ・・表面が浅く赤化している

C・ ・・赤化が認められない

重量 (9)

A・ ・1～ 50   B・ ・51～ 100   C・ ・101～ 200   D・ 。201～ 300   E・ 。301～ 400

F・ ・401～ 500   G・ ・501～ 750   H・ ・751～ 1,000   1 ・ 。1,001～ 1,500

J・ ・1,501～ 2,000  K・ ・2,000以上

2 完形礫については、赤化する以前に欠損していたものは含んでいない。
3 表-6にある「文様調整」の番号は遺物の部位を表している。
①・・口唇部  ②・・口縁部  ③・・胴部  ④・・底部
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圭早序

第 1節 はじめに

1 調査に至る経緯

宮崎県では大淀川左岸事業の関連事業として県営畑地帯総合整備事業を推進している。高岡町におい

ても大字浦之名の一里山地区においてこの事業が計画された。事業内容は1995年度から農道を整備し、

パイプラインを埋設するというものである。1995年 6月 に事業予定地区の埋蔵文化財の取扱について宮

崎県中部農林振興局と宮崎県文化課、そして高岡町農林振興課と教育委員会の四者で協議が行われた。

そして1995年度に農道の整備が予定されているところについては、小田元遺跡内にあることから、至急

確認調査を実施することになった。確認調査は 7月 に実施され、これによリピットや遺物が検出された。

この結果を受けて再度協議を重ねたが路線の変更は出来ないということから、高岡町教育委員会を調査

主体とした、通常の記録保存を目的とする発掘調査を実施することとなった。また、1996年度以降の工

事として新たに農道の整備が計画され、これについては、1996年 6月 に4者による協議が行われた。そ

して、農道整備の 4路線について確認調査を実施することとなった。確認調査は 7月 に実施され、その

結果、久木野遺跡内に予定されている路線のみ遺物等が出上した。この結果を受けて再度協議を重ねた

が、路線の変更は出来ないということから、高岡町教育委員会を調査主体とした通常の記録保存を目的

とする発掘調査を実施することとなった。

2 調査組織
調査

調査主体 高岡町教育委員会
1995年度 (小田元遺跡)

教 育 長  篠原和民

社会教育課長 岩崎健一

社会教育係長 本田正雄

副 主 幹  丸山閲子

主   事  島田正浩

主 事 補  今城正浩

19984F必走

教 育 長    中山芳教

社会教育課長   水谷泰三

社会教育課長補佐 梅元利隆

文化財係長    黒木彼幸

主任主事     島田正浩

1996年度 (久木野遺跡)

教 育 長 篠原和民

整理

社会教育課長   小谷清男

社会教育課長補佐 梅元利隆

社会教育係長   同 上

副 主 幹
主   事

春口洋子

島田正浩



第 2節 遺跡の環境

1 地形的環境

高岡町は山林が70%以上を占める。その町中央を蛇行しながら大淀川が東流し、それによって形成さ

れた河岸段丘からその東側に広がる宮崎平野を一望する。この大淀川に起因する自然環境が大きく人々

の生活を左右していたことはいうまでもなく、しかるに歴史的要因にも導かれていた。遺跡は大淀川南

岸の独立した丘陵である。周囲は一段低い台地が四方に広がり遺跡がある丘陵のみが突出している。こ

のような地形について合原敏幸氏
ωは「高岡町南部の高岡山地中央部及び東部には白亜紀の四万十累層

群に属する砂岩を伴う買岩、砂岩頁岩互層が分布しており、一部玄武岩、凝灰岩などの塩基性岩類が含

まれる。内之八重付近の砂岩頁岩互層中には塩基性岩類に伴って、厚さlm～ 2mのチャートが見られ

る。高岡山地西部には、古第三紀の四万十累群に属する砂岩を伴う頁岩、砂岩頁岩互層が分布しており、

高岡山地を南北に横切る高岡断層によって前述の白亜紀の層に接している。高岡町の中心部付近及び高

岡山地北部には、新第三紀の宮崎層群に属する砂岩、泥岩、砂岩泥岩互層が広い範囲で分布している。

本層は四万十累層群を傾斜不整合の覆う海成層で、貝、カニ、ウニ等の化石を含む。さらに、町中心部

付近に及び西部は宮崎層群を不整合に覆い第四紀の礫、砂、及び粘土からなる段丘堆積物、主にシラス

からなる姶良噴出物、及び主に礫、砂シルトからなる沖積層がみられる。段丘堆積物、姶良火山噴出物

は急傾斜とその上の広い平坦面や暖斜面から形成される台地状の地形を有している。沖積層は、大淀川、

浦之名川、内山川、飯田川等の河川流域沿いに分布している。」 (高岡町埋蔵文化財調査報告書12集 より

抜粋)と している。

(1)高岡町役場都市計画課主任主事

2 歴史的環境

高岡町の遺跡は、現在 140箇所以上ありそのほとんどは河川により形成された台地上に位置してい

る。

旧石器時代

調査は綾町との町境付近に位置する向屋敷遺跡のみ実施されている。集石遺構とともにナイフ形石器

やスクレイパーが出土した。また、石材で五女木産の黒曜石が 1点ではあるが確認されている。さらに

表採資料としては、野尻町に近い大字浦之名一里山地区で景J片尖頭器がある。

縄文時代

この時代は調査例が多く草創期以外はすべて確認されている。なかでも早期の調査例は多く、天ヶ城、

跡をはじめ、宗栄司遺跡、久木野遺跡 (1区～ 4区 )、 橋山第 1遺跡、橋上遺跡、人久保第 2遺跡、榎

原遺跡、中原遺跡が調査されている。天ヶ城跡では、押型文土器と桑ノ九式上器が大半を占め、その両

者の折哀土器も出上している。橋山第 1遺跡は集石遺構が検出され、前平、吉田、下予!峰、桑ノ九、平

格、塞ノ神、苦浜、押型文等の各形式の土器が出上した。また、久木野遺跡では轟 1式がアカホヤより

下層から出土した。その他の遺跡でもそれぞれの遺物は出土しているが、石坂式だけは出土例がなく出

土例が少ない県内にあっては同じような状況である。さらに遺構は集石遺構が中心で高岡町では住居跡

は検出されていない。
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また、交易圏を考えるうえでひとつの鍵となる黒燿石も九州島各地のものが出上しておリデータの蓄積

をおこなっている。前期は久木野遺跡第 1区で包含層から轟B式が出上している。中期は同じく久木野

遺跡で春日、大平、岩崎下層の各形式のものが出上している。後期は橋山第 1遺跡で阿高系の上器や疑

似縄文の上器が出上した。さらに久木野遺跡では円形竪穴住居跡とともに北久根山式が出土している。

城ヶ峰遺跡では市来式や北久根山式が出上した。また、表採資料ではあるが山子遺跡、赤木遺跡等でも

確認されている。晩期は黒色磨研土器が学頭遺跡から出上している。

(弥生時代〉

調査された遺跡からはⅣ～V期が中心に出上しておりI～ Ⅲ期は出土例がない。標高 15メ ートル程

の微高地状のところに位置する学頭遺跡からは断面V字状を呈する溝状遣構や竪穴住居跡が検出された。

(古墳時代〉

調査は、まず、住居址の調査としては学頭遺跡や高岡麓遺跡第 5地点がある。高岡麓遺跡では2軒の

竪穴住居跡が検出され 5世紀中頃に比定されている。両遺跡とも標高がほぼ同じで大淀川の氾濫源であ

る低地に位置しており、農耕集落の一端をみることが出来る。次に墳墓の調査としては久木野地下式横

穴墓群がある。今まで 4基の調査がおこなわれ、人骨とともに鉄斧や玉類が出土し6世紀前半としてい

る。また、町内には3基の県指定古墳があり円墳となっている。その古墳の近くで耕作中に重が 2点 と

鉄製品が発見されている。

(古代〉

高岡周辺は浄平年間 (931～ 938年)の和名抄から、その当時は「穆佐郷」いわれていた。それより遡

る時代の遺跡が確認された。一つは蕨野遺跡で、大淀川北岸の丘陵 (大字花見)に位置し、 9世紀後半

の上師器の椀、皿などを生産した焼成遺構が 6基以上検出された。また、宗栄司遺跡や二反野遺跡で土

師器椀が出土している。

(中世〉

建久図田帳によると高岡は、12世紀には「島津庄穆佐院」といわれていた。その後、南北朝期を経て、

島津氏と伊東氏の対立を迎える。その中心となったのが穆佐城である。穆佐城は足利尊氏が九州の拠点

としたことからはじまる。その後、島津久豊・忠国の居城、そして伊東氏48城のひとつとなっていく。

そのなかで、穆佐城周辺の大淀川沿いにも小規模な山城が点在し、戦国の時代へと入っていく。平成 3

年には穆佐城の縄張り調査を実施し、その成果として、南九州特有の特徴をもつとともに機能分化のみ

られる山城であることがわかった。

(近世〉

中世までは高岡の中心地は穆佐城周辺だったのに対して江戸の時期になると天ヶ城周辺に一変する。

鹿児島落は、天ヶ城と穆佐城の裾地に多くの郷士を移住させ麓を形成させた。そして、綾、倉岡ととも

に関外四ケ郷として、特に高岡郷はその中心として鹿児島藩の東方の防衛の要として発展する。高岡の

地頭仮屋を中心に広がる高岡麓遺跡は、計画的な街路設計がなされ、郷士屋敷群と町屋群に分割されて

いる。調査はすでに12箇所で実施され、町屋を調査した第 1地点では大火跡と思われる焼土層の下から

素堀の井戸や土坑を検出した。さらに、第 5地点では郷士屋敷群の一角を調査し建物跡や陶磁器類を検

出、第 8地点では武家門の下部構造を明らかにさせた。このように近世の遺跡の調査は高岡麓遺跡だけ

に留まっているが、道路脇などにある石塔類からも当時の状況を知ることができる。
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さて、小田元遣跡や久木野遺跡が位置するこの丘陵は標高約 180m前後で、南狽1に大淀川、北側に

浦之名川に挟まれ、小さな谷が丘陵を巡る。この小田元遺跡や久木野遣跡はこの丘陵の北側半分に位置

している。周辺の遺跡は丘陵上に9遺跡が確認されているが、過去の調査は縄文時代では久木野遺跡 1

区～4区で縄文早期後半代のものが中心である。また、古墳時代では久木野地下式横穴墓群で過去 2回

にわたり発掘調査が実施されている。

第 2図 小田元遺跡、久木野遺跡周辺地形図
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小田元遺跡

第 1節 遺跡の概要

1 調査経過

調査は、1995年 11月 6日 から12月 8日 までの約 lヶ 月間実施された。時期的には乾燥した状態が続き

良好な気象状況の中での調査とはいかず、特に強い偏西風は調査進行に影響をきたした。調査対象地は、

巾約 2m程度の未舗装の農道とそれに隣接する畑である。南側は一里山茶園場の造成により2m近 く削

平され低くなっている。そのため、調査の対象は残存部分の750m2のみである。まず、重機による表土

粂Jぎ をおこなった。表土約20cmの ところで、西側はアカホヤ火山灰層が確認され、東側はアカホヤ火山

灰層の上に浅く整地層が堆積していた。そのため、それらの面を遣構検出面として精査しながら整地層

を掘削していった。その結果、表上が浅いため攪乱坑が多くみられたものの、住居跡や土坑が検出され

た。そして、調査区全体を掘削後、空中写真撮影をおこない、全体図は 1/20で実測図を作成した。測

量は、国土座標を用いて位置関係を確認している。

2 調査の概要
調査地は、大字浦之名一里山地区の丘陵の一角にある。丘陵は標高180m前後で調査地自体は周りと

比べて一番高いところにあり、その調査地を頂点として四方になだらかに下り小さな谷へと落ちていく。

そこに、竪穴住居 2軒と土坑 3基が出上した。竪穴住居は南側が大きく削平されており全体はわからな

いが方形状のプランを有していたと思われる。さらに1号住居は床面が強く焼けており、これらの竪穴

住居からの出土遺物はあるものの、それらの遺物からは詳細に時期が判断できるものはなく、胎土や形

状からは弥生時代末から古墳時代のものと推定される。また、土坑については形状が不定型なものばか

りであるが、出土遺物などから竪穴住居に近い時期のものと思われる。また、調査地内の東側に整地層

が堆積しており、その面からの遺構の掘り込みは確認されなかった。この整地からは近世末～明治期の

陶磁器片が出土しているだけで、比較的新しい時期のものと思われる。さらに整地層を埋土とする一辺

約26m程の畠地に類するような区画が確認された。

第 3図 小田元遺跡調査位置図

一里山茶業農場
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第 2節 調 査

1 遺構

1号住居 (第 5。 6図 )

調査区西側に位置する。遺構の

南側のほとんどは後世の削平によ

り破壊されており、北側のごく一

部が残っているのみである。遺構

は隅丸方形状を呈する竪穴住居で

ある。床面はほぼ平坦で張り床等

の痕跡はなく、柱穴も確認されて

いない。また、床面には赤変して

いるところが見られる。赤変して

いるところは表面が強く焼けてお

り硬化しているが窯壁のように堅

くはない。特に中央部から北側に

かけてはその傾向が強くみられる。

地面の赤化は断面 bb′ で厚さ

15cmに もなる。焼けた床面直上で

検出された礫からは、礫全体が熟

を受けて赤く変色しておらず部分

的なものであった。礫自体の熟の

受け方は一時的なものと思われ、

変色しているところも脆 くはなく

熱を強く受けていたものとは異な

る。埋土中に検出される炭化物の

量についてはさほど多くなく、範

囲も住居全体ではなく焼土面近辺

に限られている。このことから、

焼土面は火災家屋で見られるよう

なものではなく、炉のようなもの

であったと推測する。壁面の立ち

上がりは浅いもののしっかりとし

ている。

遺物は、そのほとんどが床面か

ら5～ 10cmほ ど浮いた状態のとこ

ろで出上しているが、埋土は黒灰

く授

×

γ

。足塚びヾ
γ

第 4図 小田元遺跡遺構配置図
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第 6図 小日元遺跡住居跡出土遺物実測図
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褐色弱粘性土のみであり安定している。出土した遺物は甕、鉢、高杯であるがすべて小片であった。

1は、甕の口縁部で外面に横方向のタタキをもつ。タタキ自体に荒さはなく、内面はナデ調整である。

胎土は 5 mlm大程度の灰色小石を多く含み、色調はやや暗い橙色をしている。 2は鉢である。外面に浅く

タタキを持つが内面はナデ調整である。胎土は 3 ulm大の灰色砂粒を多く含む。色調は橙色である。 3は

鉢で内外面ともにナデ調整をなす。胎土は 3 Hlm大の灰色と茶色の砂粒を多く含む。色調は淡い橙色であ

る。 4は高杯の杯の部分である。内外面丁寧なナデ調整であるが、ミガキはみられない。胎土は1～

2 Hlm大の砂粒を少し含むが、甕や鉢よりは精良である。色調は淡い橙色である。

2号住居 (第 5図 )

調査区中央部に位置する。南側を後世の削平により破壊されている。残存部分は1辺の長さ約 2.1
mの小規模な竪穴住居であろうと思われる。床面は平坦であるが柱穴は確認されていない。西側隅は撹

乱坑である。埋土は1号住居と同じ黒灰褐色弱粘性土である。遺物は出土していない。

1号土坑 (第 7図 )

調査区の南西端に位置する。全体の形状はわからないが残存部分から径約 2mほ どの円形状の上坑と

推定される。床面は中央部が,いもち深くなる。埋土は1号住居と同じ黒灰褐色弱粘性上である。遺物は、

タタキをもつ甕の胴部片を含めて土器片 3点のみであった。時期的には1号住居と同じころではなかろ

うか。

第 1号土坑

|

W6・ 881==¬

第 3号土坑

|

L=184.3m

第 7図 小田元遺跡土坑実測図
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2号土坑 (第 7図 )

1号住居の西狽1に位置する。遺構の北偵1は上面を攪乱坑により浅く削平されている。平面プランは団

栗状を呈し、長軸約1.45m、 短軸 (最大)約0.68mである。壁面は45～ 80° の傾斜でそれぞれ立ち上が

る。東西にそれぞれテラス状の段を一段有し、一番下の床面プランは主軸とは逸した状況である。埋土

は、やや淡い黒灰褐色弱粘性土である。遺物は出土していない。

3号土坑 (第 7図 )

調査区の中央、2号住居の西側に位置する。長軸約1.2m、 短軸0.6mのやや歪んだ長方形状の上坑で

ある。北側にテラス状の段を有し南側が1段低 くなるが、切 り合い関係は確認されなかった。埋土はや

や淡い黒灰褐色弱粘性上である。遺物は出土していない。

畠地状遺構

畠地状という名称にしたが畝状遺構が確認されたわけではなく特に根拠はない。ただ、現況の区画と

比較した場合、 1区画がわかっているところで約 26mと 狭いが区画の方向が同一であることから、以

前の畑の区画ではないかと思われる。遺構は、巾 2mの畦状の凸面が直線状に交わり区画され、明治期

以降のものであろう。

第 3節 まとめ

小田元遺跡では竪穴住居 2軒、土坑が 3基検出され、その中心となる時期は、 1号住居の遺物から弥

生時代末～古墳時代前半代のものと推定されるが、いずれも小片であるため詳細は明らかではない。

古墳時代は、この丘陵上にあるほとんどの遺跡から表採資料として存在が確認されているが、調査資

料は久木野地下式横穴墓群
a潮のみで集落跡の調査事例はない。高岡町内では、高岡麓遺跡第 5地点

°)や

学頭遺跡
値)(弥生末～古墳時代初頭)が調査されているが、いずれも低地に位置する遺跡であり、標高

200mに近く同じような丘陵が広がる野尻方面も含めて報告事例が無く、これからの調査に期待される。

註

(1)宮崎県教育委員会「高岡町久木野地下式古墳調査報告書」『宮崎県文化財調査報告書』第17集 1973

(2)高 岡町教育委員会『久木野地下式横穴墓』 高岡町埋蔵文化財調査報告書第 1集 1991

(3)宮崎県教育委員会『高岡麓遺跡ど 1996

い 宮崎県教育委員会『学頭遺跡 八児遺跡』 1995
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図版 1

小田元遺跡遠景

小田元遺跡全景
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図版 2

I号竪穴住居

1号竪穴住居焼床断面

2号竪穴住居

一
藤
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図版 3

1号土坑

2号土坑

3号土坑
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久 本 野 道 跡

5区～ 7区





Ⅲ 久木野遺跡

第 1節 遺跡の概要

1 調査経過

久木野遺跡内を通る工事路線内で 3箇所において調査を実施した。 7区は久木野遺跡内の南側に位置

するところで、1996年 10月 23日 から11月 5日 まで調査を実施した。ここは現道路から2m程拡幅される

計画で、調査対象地は拡幅部分である道路から一段上がった畑である。調査区はこの道路に沿ってトレ

ンチ状に設定した。重機による表土予Jぎ をおこない、まずアカホヤ面で遺構の確認をおこなった。そし

て、さらにアカホヤ火山灰層を重機で掘削し、その下の包含層から人力による掘削作業に切 り替えた。

掘削は小林軽石が確認される層まで掘削したが、それ以下の掘削は安全管理の上から部分的に下げるに

留まった。 7区が終了した後、他の遺跡調査の日程調整から、 5区 と6区については 7区に引き続いて

することが出来なくなり、同年11月 14日 に一端準備等で調査に入ったが、本格的には11月 20日 から始め

ることとなった。そして、12月 27日 までおこなった。

2 基本層序

基本層序は第 8図のとおりである。 すべての地区で認められるⅢ層のアカホヤ火山灰層を基準とす

る。まず、アカホヤ火山灰層の上位にあたるⅡ層は暗灰褐色弱砂性上で、 5区 と6区で確認されたが 7

区では確認されなかった。これは縄文前期から後

期の包含層に比定されているが、耕作等により非基本層序

次にアカホヤ火山灰層の下I 耕作土             常に浅くなっている。
Ⅱ 暗灰褐色弱砂性土 縄文前期以降の
包含層であるが御池ボラは認められ  位については、 9層 まで確認された。まず、Ⅳ層
ない。
         と上  の黒灰色は硬質であり、テフラ分析の結果から牛Ⅲ 黄橙色土 下部の責橙色軽石層イ

部の責橙色細粒層からなるアカホヤ  の睡火山灰下部であることが判明している。 5区
火山灰層である。一部で二次アカホ

は北側が灰色の強い黒色土で南側にいくほど徐々ヤが認められる。

Ⅳ 黒灰色砂性土 霧島牛のすね火山灰  に灰色が無 くな り褐色が強 くなる。 6区 は黒掲色
下部層である。かなり硬質でブロッ

|  で 7区は黒灰色で下部が黒色が強 く軟化 している。ク状になっているところもあるc
V 
媛祭7贄狩き上爆芯談4黒貫酔  V層 は暗灰色耳弓】省

′陛土で、糸電文早期の包含層であ

ところもある。下部は灰色ブロック  る。。これに比定されているものは、 5区 と6区
が若千混入しているところもある。

Ⅵ 褐色粘性土 小林軽石が散在してお  は淡い灰褐色で上部は褐色が強い傾向にある。 7
り、上部より下部に多い。上位の層  区は淡い茶褐色土をベースに小ブロック状の褐色
よりはやや明るい褐色である。

Ⅶ 責褐色粘性土 やや硬質でブロック  上が混入している。Ⅵ層は褐色粘性上で小林軽石
状のものが混じるところもある

を。  を含んでいる。これに比定されているものは、 5Ⅷ 暗褐色土 霧島アワオコンであ′

幹 糧雹蓬石 霧島岩オコシ軽石である。   と
6区は,炎い褐色粘性上で、 7区は,炎責茶褐色

土である。Ⅶ層は黄褐色土でやや硬質である。こXI 鈍い褐色土
XⅡ 白黄色軽石 姶良岩戸軽石である。

 れ に比 定 され て い る もの は、 5区 と 7区で は黄 褐

色土で硬質ブロックが若干混入している。 6区は

鈍い黄茶色土である。Ⅷ層は霧島アワオコシスコ

ー 19-

第 8図 久木野遺跡基本層序



リアで、この層より下位は5区のみで確認している。また、ATは確認されていない。

3 調査の概要
遺 構
久木野遺跡 5区ではⅣ層とV層から礫群の他、集石遺構 1基 (14号集石)、 土坑 1基 (2号集石)が

検出された。また、Ⅱ層からは遺構は検出されていない。 第 6区は縄文早期は礫群のみである。 7区
も6区 と同様礫群のみである。

遺 物
土器では、 5区はⅣ層とV層から平棒式、塞ノ神式、轟式が出土した。また、Ⅱ層からは、轟式、曽

畑式、大平式などが出土している。 6区はからは焼礫のみであるが、表土から磨消縄文土器が出土して

いる。 7区はⅣ層とV層から前平式や押型文が出上している。

Ⅳ層とV層から出土した土器は次のとおり分類した。

A 貝殻文系円筒土器
1類 塞ノ神式

円筒形で口縁部がラッパ状に開くものが多く、次のように分けることができる。

a貝殻文系 貝殻により口縁部や胴部に条線文や連続刺突文を施すものである。
b撚糸文系 器面に撚糸文を施すもので、沈線間に施すものもある。
2類 平4rf式
幾何学状に沈線文や列`点文をほどこす。器壁は薄く、胎土が他形式の上器よりは精良である。

3類 轟式
貝殻条痕文をランダムに施すもので口唇部は連続刻目を施すもの。

ミぶ
ざ

ゞ

rが
い

ヽ//や
1

第 9図 久木野遺跡 5区、 6区調査位置図

|―
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Y=19,510

X=司悦“0+

X=引転VO十
Y=19,520

+

X=引岬0+

4類 前平式

器面に貝殻条痕文、口縁端

に凹′点状の連続刺突文を施す。

5類 その他

B 押型文土器
1類 やや大ぶりの山形文を

密に施文する。

石器では、5区で石鏃をは

じめ、スクレイパー、台石、

使用痕剖片が出土している。

7区では孝J片のみが出上して

ヤゝる。

第 2節 調 査

1 第 5区の調査

第 5区は、久木野遺跡第 1

区の南側に位置し、東西から

谷が迫る丘陵の先端部分にあ

たる。 5区はⅡ層とⅣ層とV

層において遺構や遺物の確認

があつた。調査面積はⅡ層が

200m2、 Ⅳ層とV層 がそれぞ

れ150m2、 延べ500m2の調査で

ある。

(1)V層 とV層の調査

遺 構
ここでは、集石遺構 1基と

土坑が 1基づつ検出された。

また、礫群が確認されたが、

調査区北側に集中している。

土坑

2号土坑 (第 11図 )

調査区中央に位置する。長

軸約0。 9m、 短軸約0,7mの平

面不定型な楕円状のプランで

ある。床面は中心部がやや深
第10図 久木野遺跡 5区遺構配置図

-21-



くなり、径約0。 2m、 深さ約0。 lm程のピットを有する。壁面は、75° 前後で立ち上がる。埋土は淡褐色

で焼土 (小粒子)が混入している。その焼土は中央部検出面付近は密に堆積し、それより下層はまばら

である。この遺構は褐色の強いV層上部で検出された。

2号土坑は、調査時は第 5区での 1号土坑としていたが、1994年度調査時に1号土坑まで検出されて

いたためその連続番号とした。

集石遺構

14号集石 (第 12・ 13図 )

調査区北側のV層上部で検出された。長軸約0.9.

ォ      m、 短軸約0.5mの楕円形状に礫が集積している

が、礫のみであり、掘 り込みは確認されていない。

一       構成礫の総重量40,895g、 数量は48個体である。

それを石材別に見ると、そのすべてが砂岩を使用

していた。また、48個体を重量別で見ると小規模

Ｆ
Ｈ
±
Φ
Ю
ヽ
ヨ

表 1

|

L=192.2m

第11図 久木野遺跡 5区土坑実測図

L=192.4m

―
、

第12図 久木野還跡 5区集石遺構実測図

久木野遺跡14号集石遺構構成礫属性表

A l%

な礫は少なく大規模な礫が目立つ。特に2,000g

以上の礫が 6個体 (12.6%)あ った。通常の集石

遺構からは底石以外は小規模な礫の出土が多い。

それを考えると、この遣構の西側には小規模な礫

が多数散在している。そこで相互の関係を接合に

よりみてみたところ5点のみであるが成功してお

り、関係礫であったことがわかる。この集石遺構

が位置するところから南側にかけて緩やかな傾斜

で下がつていくため、重量のない礫が使用工程の

中でこの遺構のすぐ横に一括して置かれ、それが

流れ動いて広がったものと推測する。この遺構の

使用状況については、構成礫のすべてが赤化した

状況であり、使用礫であることがわかる。その使

用頻度については具体的にはわからないが、それ

は、構成礫の割れている面が赤化しているかどう

かである程度の判断が付く
は)も のと思われる。使

12.6% A 4.2%(2個 )

8.3%(4個 )

6.3%(3イ回)

」 4.2%

(2個 )

1 3.3%

(4個 )

H63%
(31回 )

(5

約
B

＼
／

:＼
¬

κ ＼

昆a)
4.6%

(71回 )

Ｄ
‐・６％祠

10.4%

個)＼ +0「4顔

-22-
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点

第13図 久木野遺跡14号集石遺橋関係礫接合状況図

用した後で割れたものは、再度熱を受けると割れた面も赤化している可能性が高い。ただし、これを考

える場合に、使用前から割れた面を持っている礫を使用した可能性のあるので、散在する礫とこの遺構

の構成礫が接合可能である礫の割れ面のみに限定する必要がある。そうしてみていくとそのすべてから

赤化した状況が確認された。そのため、複数回において使用された可能性が高いと思われる。14号集石

は、調査時は第 5区での 1号集石としていたが、1994年度調査時に13号集石まで検出されていたためそ

の連続番号とした。

(1)辻本崇夫 1987 「礫群の形成過程復原とその意味」『古代文化』 第39巻第7号 古代學協會

礫群 (第 14図 )

礫群はⅣ層下部とV層で確認されているが、厳密に分けることはできなかった。礫の分布状況は全体に

分布しているが、調査区の北側半分にある程度集中している。特に14号集石周辺はその密度が高い。礫

の総重量は432,384gで 、2,574個体からなる。重量別に見ると50g以下が616個体、51～ 100gが 696個

体で、両方あわせると全体の半数を超える。逆に1,000g以上の礫は28個体で、全体の1.2%である。こ

れは、完形の礫55個体を見た場合、 1個体の重量が101g以上のものが48個体で87%に なることから、

100g以下の散石はそのほとんどが欠損した礫であることがわかる。さらに構成礫の赤化状況をみると、

赤化が認められない礫は1%にすぎなかったが反対に強く赤化し脆くなっているものも全体の12%存在

した。また、赤化している礫についてもそのすべてが表面全体に赤化しているのではなく、割れた面が

赤化していない礫も存在した。石材別にみると砂岩が圧倒的に多い。

遺 物
土器 (第 15。 16図 )

A 貝殻文系円筒土器
1類 塞ノ神式 (1～ 12・ 16・ 17)

円筒形で口縁部がラッパ状に開くものが多く、次のように分けることができる。

a貝殻文系 (1～ 8。 16・ 17)

貝殻により口縁部や胴部に条線文や連続刺突文を施すものである。 1は口縁部に縦方向の沈線文を施

-23-



Y=19,510

X=呵丘“0+

X44叩Ю+

『＋ 表 2 久木野遺跡 5区礫群構成礫属性表

H O.8%(20個 )
0.6%(14個 )

0.2%(5個 )
K O,4%(9個 )

G 2%(59個 )
F 3%(70個 )
E 4%
(109個 )

(2541司 )

D O.3%(1313g)
C O,07%(312g) E l.33%(5,7309)
8 0.17%(7519) F O.13%(5839)

X=司丘謎0+

X=部 ,開0+

12ヮち(50,284g)

A 98%
(423,695g)

第14図 久木野遺跡 5区礫分布図
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第15図 久木野遺跡 5区 V・ V層遺物実測図 (1)
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第16図 久木野遺跡 5区 V・ V層遺物実測図 (2)
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X=引四十 や＋

X=引四十

・塞ノ神式 貝殻文系

0

第17図 久本野連跡5区 V・ V層避物分布図 (1)

5m
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Y=19,510

X=軋蜘+

X=J鳴 8Ю+

X=胡繭十

・ 塞ノ神式

。12    .

。10

Ｗ

・

第18図 久木野遺跡 5区 V・ V層遺物分布図 (2)
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。13

・ 14

X=引 L即+

X=」,3m十

第19図 久木野追跡 5区 V・ V層通物分布図 131
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X判卵力+

5
|

第20図 久本野遺跡5区 V・ V層建物分布図 
“

)
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Y=19,510

X=呵 i誘0+

X=司 L解0+

第21図 久木野遺跡 5区V,V層 遺物分布図 (司
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第22図 久木野遺跡5区 V・ V層出土遺物実測図 (3)

し口唇部に連続刻目を施す。 2は口縁部に沈線文と貝殻連続刺突文を2段以上巡らせる。 3は口縁部が

開かず直行する。貝殻連続刺突文を4段以上巡らせる。口唇部は連続刻目を施す。 5は貝殻連続刺突文

とその下に条線文を施す。 6は頸部に貝殻連続刺突文を施し胴部は斜位方向に条線文を施す。16と 17は

胎上が似ており同一個体と思われる。貝殻による条線文が施される。17は底部片である。

b撚糸文系 (9～ 12)

器面に撚糸文を施すもので、沈線間に施すものもある。10と 11は沈線間に撚糸文を施文する。

2類 平杵式 (13・ 14)

幾何学状に沈線文や列点文をほどこす。器壁は薄く、胎土が他形式の土器よりは精良である。14は口

縁部が肥厚し、その部分に斜方向の沈線文を施す。その下に突帯を巡らせ連続刺突を施す。

3類 轟式 (15。 18～ 21)

貝殻条痕をランダムに施すもので口唇部は連続刻目を施すもの。15と 18は口縁部が直行し、外面は荒

い貝殻条痕を縦方向と横方向に施す。口唇部外側には連続刻目を施す。19と 20は口縁部外面に不規則な

貝殻条痕を施す。内面は貝殻条痕ではなくナデ調整で、器壁は薄い。口唇部外面に連続刻目を施す。20

の胴部上位は不規則な貝殻条痕で下位は貝殻条痕と荒いナデ調整がみられる。21は平底の底部である。

外面は貝殻条痕と荒いナデ調整であり20に似ている。

5類 その他 (22・ 23)
23は格子状に条痕を施すもので、塞ノ神式の中に類似した文様がみられる。22は口縁部と思われるが、

/＼
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第23図 久木野遺跡5区 V・ V層出上遺物実測図 (4)

外面に2本平行して沈線を短く押し引く。それを3段に分けて巡らしている。

石器 (第 22・ 23図 )

石鏃 (25～ 35)

25と 35は裏面に自然面を残し、刃部と基部は両面景J離調整を施す。29は片面のみの調整である。34は刃

部調整が丁寧である。

スクレイアヾ― (36・ 37)

36は縦方向のスクレイパーであり、下部は久損している。刃部調整は表面を中心にしている。37は、横

方向の石匙状のスクレイパーである。用途は石匙と同じと思われるが、つまみ状の突起を2箇所もつ。

刃部はやや大振 りな景J離調整である。

台石・石皿 (38・ 39)

38は平坦面に凹状の磨痕が認められる。39は敲打された痕跡があるが、磨痕は確認できなかった。

石材については、制片石器で製品になっているものはチヤートや黒耀石を使用したものである。また、

製品では確認されていないがサヌカイトも使用されている。黒燿石は姫島産のものをはじめ、腰岳産な

ど北部九州のものが目立つ。

(2)Ⅱ 層の調査

耕作土を創ぐと浅くではあるが調査区北側半分にⅡ層が堆積している。遺物は調査区の北側半分に分

布が集中し、土器力Ⅵ6点で石器類は出上していない。また、遺構も確認されていない。
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Y=19,510

X=コ転制十

X-44勇ν9+

X=コ馬即十

。 石 鏃

▲ スクレイア`一
△ 使用痕剥片

第24図 久木野遺跡5区 V・ V層遺物分布図 い)
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(19.9)
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Ｏ

△

▲

■

回

Y=19,520

X=‥ 3側十
黒燿石の産地

姫島産

腰岳産

古里産

桑ノ木津留産

白浜産

日東系産

上牛鼻産

0          5m

久木野遺跡 5区 V・ V層遺物分布図 (7)
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表3 久本野遺跡黒躍石原材産地表

2.1%(2.0) 上 1.3%(1.21

2.8%(2.7)

66.6%(63.0



X=咄訥十
附

〓‐９，５＋

X=司亀8∽十

第26園 久木野遺跡5区 V・ V層遺物分布図 (8)

-36-



遺 物 (第27図 )
Ⅱ層からの出土遺物は縄文前期から後期のものである。

1は曽畑式で、器形がやや外反する口縁部片である。口縁部内外面に沈線文を幾何学状に施文するも

ので、口唇部は連続刻目を施す。胎土は、 2は口縁部に2本沈線を施す大平式である。 3は横方向に微

隆起線文を施す轟式である。 4は内外面に貝殻条痕を施す。

2 第 6区の調査
6区は 5区の南側に位置する。6区の西側は緩やかに谷へと下る。東側から南側にかけては平坦地が広

がっている。ここではV層から礫群が確認されただけで遺物は全く確認されなかった。また、5区のよ

うにⅡ層は確認できなかったが、耕作土から縄文後期の磨消縄文をもつものが出土している。調査面積

は約60ポである。

遺 構
礫群 (第28図 )

礫は調査区の東側にその分布の中心がある。総個体数は108個体で総重量は15,376g、 すべて砂岩で

ある。重量別にみると100g以下の礫が半数以上を占め300g以下になると90%以上となる。礫の赤化状

況は強く赤化しているものはほとんどが東側の礫が集中しているところで、赤化が認められない礫は集

中して分布するのではなく散在している。

3 第 7区の調査
7区は久木野遺跡の南側にあたり、4区 よりも南側に位置している。東西を谷に挟まれたところである。

調査区は農道に沿って幅約 2mで トレンチ状に設定した。ここもⅡ層は確認できず、アカホヤ火山灰層

上面でも遺構や遺物の確認はなかった。Ⅳ層とV層では礫群と18点の遺物が確認された。調査面積は約

70m2である。

遺 構
礫群 (第30図 )

礫はⅣ層下部で12点確認され、それ以外はV層の出土である。層位間での接合は認められなかった。

Ⅳ層出上の礫はすべて砂岩で50g以下の小片である。V層出土の礫は118個体で総重量15,468g、 すべ

て砂岩である。重量別にみると、50g以下が45%で半数に近く、すべてが欠損礫で赤化している。
遺 物 (第31図 )
7区では18点出上し3点が素J片でそれ以外は土器であった。土器は押型文土器や前平式上器が出上して

いるが、出土レベルでは押型文土器の方が前平式上器よりも下位で出土している。

4類 前平式 (44)
44は器面に貝殻条痕文、口縁端に凹点状の連続刺突文を施す。

B 押型文土器 (45・ 46)
1類 やや大ぶりの山形文を密に施文する。45は縦方向の2単位からなる山形文である。46はあ斜方向
の山形文である。
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X=‥鶴0+
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第27図 久木野遺跡 5区 工層遺物実測図及び分布図
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表 4 久木野遠跡 6区礫群構成礫属牲表

1%(1個 )
2%(2

D
12%

G 5%
H

(5個 )

1%(1個 )

Y=19,450

X=コ転釧0+

X=剖キ乾0+

第28図 久木野遺跡 6区全体図
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表 5 久木野遺跡 7区礫群構成礫属性表

0                   10cm

LT「可~

第31図 久木野遺跡 7区包含層出土遺物実測図
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表6 久木野遺跡 5区 V・ V層出土土器観察表

物

号

遺

番

挿

図

図

版

出土

地点

文 様 。 調 整
色 調 土 備 考

外 面 内 面

1 Ⅳ層
①連続刻目

②沈線文
②ケズリ風のナデ ①

◎

loYR4//4褐色

外と同調

2 mll大 の灰白色粒少々

l mn以下の光沢粒多

2 10 V層

①連続刺突文

②連続刺突文 沈線文
②ナデ ① 75YR5れにぶい褐色

⑥ 75YR5/6明褐色

密である。

0.5mm程 度の白色乳白色鉱物

含む。

15～ 2.5ミ リの白色半透明鉱

物含む。

2ミ リ程度の黒色鉱物含む。

3 Ⅳ層

①貝殻による連続刺突文

②貝殻による連続刺突文
②ナデ ①

⑥

25Y7/3浅黄色
loYR8々 浅責橙色

,以下の黒色粒多

,位の白色粒少々

,以下の黒色光沢粒少々

,以下の半透明粒少々

4 15 V層
③貝殻による連続刺突文

沈線文

③ナデ ①

Θ

5YR5/4に ぶい赤褐色

外と同調

lミ リ以下の金色粒多

1ミ リ大の白色粒少々

5 15 Ⅳ層

③貝殻による連続刺突文

貝殻による条線文

ナデ

③荒いナデ ①

⑥

7 5YR4/1褐 灰色

7 5YR6/6橙 色

2～ 3 mmの 白色粒多

2 mm位の黒色粒少々

l mm位の自色粒多

l mnl位 の白色光沢粒少々

6 15 V層

③貝殻による連続刺突文

条線文

③横方向の荒いナデ

不定方向のナデ

④

⑥

5YR6れにぶい橙色
loYR4/3に ぶい黄掲色

l mm位の金色粒多
l mm位の白色粒多
2 mm位の半透明粒少々

3 mm位の金色粒1個

7 15 Ⅳ層

③条線文 ③ケズリ風のナデ ①

Ｏ

loYR6/3にぶい黄橙色

loYR4/3にぶい黄褐色

1～ 2 mmの金色粒多
l mm位の白色粒多
l mm大の半透明粒少々

5 mm位の責橙色粒 1個

8 15 Ⅳ層

③貝殻による条線文 ③ケズリ風のナデ ①

⑥

loYR8/6黄橙色

loYR5μ にぶい責褐色

l mn位の黒色粒少々

l mln以下の黒色粒多
l mal以下の光沢粒多

9 Ⅳ層

②貝殻による条線文 ②ナデ ① 25Y7/31完黄色

⑤ 25Y6/4に ぶい黄色

l mm位の黒色光沢粒多

l mm以下の白色光沢粒少々

l mm以下の白色粒少々

15 Ⅳ層

③撚糸文

沈線文

ナデ

③ナデ ① 75YR6/6橙色

⑥ 7.5YR4/1褐 灰色

l mm位の白色粒多
l mm以下の金色粒多

1〕 Ⅳ層

③撚糸文

沈線文

④ナデ

③ナデ ①

⑪

loYR7/6明責掲色

loYR6/4に ぶい責橙色

l mm以下の黒色粒多

l mm以下の白色粒少々

l mm以下の金色粒少々

15 V層
③沈線文

撚糸文

③ナデ ① 2.5Y8れ淡黄色

◎ 2.5Y67/4に ぶい責色

l mm以下の黒色粒多

l mm以下の白色粒少々

l mm以下の黒色光沢粒 1個

13 15 V層
③刺突文

沈線文

③ナデ ① 7.5YR4/3掲 色

⑥ loYR5/3に ぶい責褐色

l mlr大の金色粒多
l mm位の白色粒多
l mm位の黒色粒多

15 V層

①連続刺突

②斜方向の沈線文

ナデ

突帯に連続刺突文

②ナデ ① 25YR7/3浅責色

⑥ 25YR6/4にぶい責色

l mm位の黒色粒多
l mm以下の半透明光沢粒多

Ⅳ層

②貝殻腹縁による連続刻

目

②貝殻条痕

②ナデ

貝殻条痕
① loYR6/6明黄褐色

⑥ 外と同調

l mnl以下の黒色粒多
2 Bm位の黒色光沢粒1個

l mm以下の半透明粒多

16 V層

③条線文 ③下から上方向への

ナデ

斜方向へのナデ

① 5YR6/6橙色

⑥ loYR4たにぶい黄褐色

l mm位の白色粒多

l mm位の黒色粒多

l mm位の半透明粒多

2 mm位の赤色粒 2個

3 mm位の白色粒 1個
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物

号

壇選
番

挿

図

図

版

土

点

出

地

文 様 ・ 調 整
色 調 土 備 考

外   面 内   面

17 V層

③条線文 ③ナデ ① 7.5YR7/6橙 色

⑥ 7.5YR5/6明 褐色

l mm位の褐色光沢粒多
l mm位の黒色粒多
2 mm大の赤色粒少々

l mn以下の白色粒少々

Ⅳ層

①連続刻目

②貝殻条痕
②ナデ ①

⑪

loYR6/8明 責褐色

loYR3/2黒 褐色

2 mn位の白色粒少々

l mn位の白色粒少々

l mm以下の半透明光沢粒少々

Ⅳ層

①連続刻目

②貝殻条痕
②ナデ ① 7.5YR6/6橙 色

⑥ 5YR5/6明 赤褐色

l mm位の金色粒多
3 mm位の金色粒 1個

l mm位の白色粒多
1～ 2 mmの半透明粒少々

10 Ⅳ層
①連続刻目

②貝殻条痕
②貝殻条痕 ①

⑥

loYR7/4にぶい黄橙色

loYR2/1黒色

mm位の黒色光沢粒多
mm位の白色粒多

V層
①

◎

10YR6/6明 黄褐色

loYR3/1黒 褐色

l mln位の半透明光沢粒多
l mm位の白色粒多

Ⅳ層

③沈線文 ③ナデ ① loYR5/2灰黄褐色

◎ 75Y7/4浅黄色

1～ 2 mmの半透明粒多
l mHl以下の黒色粒多
2 mnl大の黒色光沢粒1個

V層

③格子状条線文 ③ケズリ風のナデ ① 75YR6/6橙色

◎ 7.5YR5/41こぶい掲色

2～ 3 mnの 白色粒多

l mm位の半透明光沢粒少々

l mm位の金色粒少々

l mm大の黒色粒少々

V層
④ナデ ④ナデ ① 75YR5/6明掲色

⑥ 2.5Y5カ暗灰責色

l mm位の透明光沢粒多
l mm以下の白色粒多

表 7 久木野遺跡 5区VoV層 出土石器観察表

No 挿 図 図版
土
点
出

地
器  種 最大長

(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

重量

(9)
石  材 備  考

V層 石 鏃 1.5 黒耀石

V層 石 鏃 0,3 黒耀石

V層 石 鏃 黒燿石

Ⅳ層 石 鏃 黒燿石

Ⅳ層 石 鏃 黒耀石

V層 石 鏃 チャー ト

V層 石 鏃 黒燿石

V層 石 鏃 1.7 黒耀石

Ⅳ層 石 鏃 黒耀石

V層 石 鏃 黒燿石

V層 石 鏃 サヌカイト

V層 スクレイパー 5.5 1.ユ 11,0 チャー ト

Ⅳ層 スクレイパー 3.7 1.ユ 黒燿石

V層 台  石 6,900 砂  岩
V層 台 石 2,000 砂 岩
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第 3節 分析

1 久木野遺跡出上の黒耀石製遺物の原材産地分析

藁科 哲男 (京都大学原子炉実験所)

(1)はじめに

自然科学的な手法を用いて、石器石材の産地を客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易お

よび文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法により研究を行っている。当初は手近に入手

できるサヌカイトを中心に、分析方法と定量的な産地の判定法との確立を目標として研究したが、サヌ

カイトで一応の成果を得た後に、同じ方法を黒曜石にも拡張し、本格的に産地推定を行なっている
°翔
。

サヌカイト、黒曜石などの主成分紅成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有さ

れる微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、これを産地

を特定する指標とした。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、.測定の操作も簡

単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分からない

という場合にはことさら有利な分析法である。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらか

じめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと、

遺物のそれを対比して産地を推定する。この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を

求めて産地を同定する。

今回分析した黒曜石製遺物は、東諸県郡高岡町の久木野遺跡出上の縄文時代早期の106個で、これら

遺物について産地分析の結果が得られたので報告する。

(2)黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面 を打ち欠 き、新鮮面を出 し、塊状の試料 を作 り、エネルギー分散型蛍光 X分析装

置によって元素分析 を行なう。分析元素は Al、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nb

の 12元素をそれぞれ分析 した。塊試料の形状差 による分析値への影響 を打ち消すために元素量の比 を

取 り産地 を特定する指標 とした。黒曜石では Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/zr、 Y/Zr、

Nb/Zrを それぞれ用いる。黒曜石の原産地は黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高

原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州、の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原

産地を図32に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつくされ、元素組成によってこれら原石を分類し

て表 8に示す。この原石群に原石産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると164イ固の原石群になる。

佐賀県の腰岳地域および大分県の姫島地域の観音崎、両瀬の両地区は黒曜石の有名な原産地で、姫島地

域ではガラス質安山岩もみられ、これについても分析を行なった。隠岐島、壱岐島、青森県、和田峠の

一部の黒曜石には、Srの含有量が非常に少なく、この特徴が産地分析を行う際に他の原産地と区別す

る、有用な指標となっている。九州西北地域の原産地で採取された原石は、相互に組成が似た原石がみ

られる (表 9)。 西北九州地域で似た組成を示す黒曜石の原石群は、腰岳、古里第一、松浦第一の各群
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(腰岳系と仮称する)お よび淀姫、中町第二、古里第三、松浦第四の各群 (淀姫系と仮称する)な どで

ある。淀姫産原石の中で中町第一群に一致する原石は12%個で、一部は淀姫群に重なるが中町第一群に

一致する遺物は中町系と分類した。また、古里第二群原石と肉眼的および成分的に似た原石は嬉野町椎

葉川露頭で多量に採取でき、この原石は姫島産乳灰色黒曜石と同色調をしているが、組成によって姫島

産の黒曜石と容易に区別できる。もし似た組成の原石で遺物が作られたとき、この遺物は複数の原産地

に帰属され原石産地を特定できない場合がある。たとえ遺物の原石産地がこれら腰岳系、淀姫系の原石

群の中の一群および古里第二群のみに帰属されても、この遺物の原石産地は腰岳系、淀姫系および古里

第二群の原石を産出する複数の地点を考えなければならない。角礫の黒曜石の原産地は腰岳および淀姫

で、円礫は松浦 (牟田、大石)、 中町、古里 (第二群は角礫)の各産地で産出していることから、似た

組成の原石産地の区別は遺物の自然面から円礫か角礫かを判断すれば原石産地の判定に有用な情報とな

る。また、佐賀県多久のサヌカイト原産地からは黒曜石の原石も採取され梅野群を作った。九州中部地

域の塚瀬と小国の原産地は隣接し、黒曜石の生成マグマは同質と推測され両産地は区別できない。また、

熊本県の南関、轟、冠ケ岳の各産地の原石はローム化した阿蘇の火砕流の層の中に含まれる最大で親指

大の黒曜石で、非常に広範囲な地域から採取される原石で、福岡県八女市の昭和溜池からも同質の黒曜

石が採取され昭和池群を作った。従って南関等の産地に同定された遺物の原材産地を局所的に特定でき

ない。桑の木津留原産地の原石は元素組成によって 2個の群に区別することができる。桑の木津留第 1

群は道路切り通し面の露頭から採取できるが、桑の木津留第 2群は転礫として採取でき、これら両者を

肉眼的に区別はできない。また、間根ヶ平原産地では肉眼観察で淀姫黒曜石のような黒灰色不透明な黒

曜石から桑ノ木津留に似た原石が採取され、これらについても原石群を確立し間根ケ平産黒曜石を使用

した遺物の産地分析を可能にした。遺物の産地分析によつて桑の木津留第 1群と第 2群の使用頻度を遺

跡毎に調査して比較することにより、遺跡相互で同じ比率であれば遺跡間の交易、交流が推測できるで

あろう。石炭様の黒曜石は大分県萩台地産、熊本県一宮滝室、一宮坂梨、大柿産、庇児島県の樋脇町上

牛鼻産および平木場産の黒曜石は似ていて、肉眼観察ではそれぞれ区別が困難であるが、大半は元素組

成で区別ができるが、上牛鼻、平木場産の両原石については各元素比が似ているため区別はできない。

これは両黒曜石を作ったマグマは同じで地下深くにあり、このマグマが地殻の割れ目を通って上牛鼻お

よび平木場地区に吹きだしたときには、両者の原石の組成は似ると推定できる。従って、産地分析で上

牛鼻群または平木場群のどちらかに同定されても、遺物の原石産地は上牛鼻系として上牛鼻または平木

場地区を考える必要がありる。出水産原石組成と同じ原石は日東、五女木の各原産地から産出していて

これらは相互に区別できず日東系とした。竜ケ水産原石は桜島の対岸の竜ケ水地区の海岸および海岸の

段丘面から採取される原石で元素組成で他の産地の黒曜石と容易に弁別きる。

(3)結果と考察

遺跡から出上した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されているに

すぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜石製の石

器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影響を受

けやすいと考えられる。 Ca/K、 Ti/Kの 両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かず

に産地分析を行った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量についても風
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化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはや 不ゝ確実さを伴うが、遺物

の石材産地の判定を誤るようなことはない。今回分析した遺物の元素比結果を表10に示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説

明を簡単にするため Rb/Zrの 一変量だけを考えると、表10の試料番号4856番の遺物ではRb/Zrの値は

1.051で、桑ノ木津留第 1群の [平均値]土 [標準偏差値]は、1,080± 0.048である。遺物と原石群の

差を標準偏差値 (σ )を基準にして考えると遺物は原石群から0.6σ 離れている。ところで桑ノ木津留

第 1群の原産地から100ヶ の原石を採ってきて分析すると、平均値から±0.6σ のずれより大きいものが

54個ある。すなわち、この遺物が、桑ノ木津留第 1群の原石から作られていたと仮定しても、0.6σ

以上離れる確率は54%であると言える。だから、桑ノ木津留第 1群の平均値から0.6σ しか離れていな

いときには、この遺物が桑ノ木津留第 1群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。と

ころがこの遺物を腰岳群に比較すると、腰岳群の平均値からの隔たりは、約 7σ である。これを確率の

言葉で表現すると、腰岳の産地の原石を採ってきて分析したとき、平均値から7σ 以上離れている確率

は、千万分の一であると言える。このように、千万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、

この遺物が作られたとは考えられないから、この遺物は、腰岳産の原石から作られたものではないと断

定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は桑ノ木津留第 1群に54%、 腰岳群に十

万分の一%の確率でそれぞれ帰属される」。各遺物について、この判断を表 8のすべての原石群につい

て行ない、低い確率で帰属された原産地を消していくと残るのは、桑ノ木津留第 1群の産地だけとなり、

桑ノ木津留産地の石材が使用されていると判定される。実際はRb/Zrと いった唯 lヶ の変量だけで
なく、前述した8ヶ の変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならならい。例えばA原産地

のA群で、Ca元素とRb元素との間に相関があり、Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分か

るようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然

Rb量 も一致するはずである。もしRb量だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属してい

ないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統

計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2検定である。これによって、それ

ぞれの群に帰属する確率を求めて、産地を同定する
°°
。産地の同定結果は 1個の遺物に対して、黒曜石

製では164個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低

い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、これら産地の可能性が非

常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、桑ノ木津留産原石と判定さ

れた遺物について、台湾の台東山脈産原石、北朝鮮の会寧遺跡で使用された原石と同じ組成の原石とか、

信州和田峠、霧ケ峰産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結

果を表■に記入した。原石群を作った原石試料は直径 3Cm以上であるが、小さな遺物試料によって原

石試料と同じ測定精度で元素含有量を求めるには、測定時間を長くしなければならない。しか

し、多数の試料を処理するために、 1個の遺物に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定

を打ち切る。また、検出された元素であっても、含有量の少ない元素では、得られた遺物の測定値には

大きな誤差範囲が含まれ、原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。したがって、小さな

遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0.1%に達しない確率を示す場合が比較

的多くみられる。この場合には、原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2の
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値を記した。この遺物については、記入されたD2の値が原石群の中で最も小さなD2値で、この値が小

さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ているといえるため、推定確率は低いが、そこの原石

産地と考えてほ 間ゞ違いないと判断されたものである。今回分析を行なった栴ノ原遺跡の遺物の中で、

平木場産および上牛鼻産と同定された遺物の多くは風化しやすい性質らしく遺物表面の光沢が失われ激

しく風化している。平木場産および上牛鼻産の両原石の各元素比は似ていて、両黒曜石を作ったマグマ

は同じで、上牛鼻および平木場地区に吹きだしたときに、それぞれの溶岩の通り道の岩石を溶かし込ま

なければは、両者の原石の組成は似ると推定できる。これら両産地を元素組成で区別することは困難で、

産地分析で平木場原石群にのみ同定された遺物であっても、激しく風化した面を除き新鮮面を分析する

と、上牛鼻原石群にも同定される可能性が推測され、考古学者によく知られた上牛鼻を判定欄に記した。

また、遺物に自然面がある場合には産地分析で腰岳または淀姫の判定をした後に、円礫か角礫かを判断

すれば、角礫の黒曜石の原産地は腰岳および淀姫で、円礫は松浦半島の牟田、大石、針尾島の中町、古

里 (第二群は角礫)の各産地で産出していることから原石産地の判定に有用な情報となる。今回分析し

た縄文時代早期の久木野遺跡出土黒曜石製遺物106イ回の各原石産地別使用頻度は、姫島産原石は 72%

(76個 )で、次いで桑ノ木津留第 1群に15%(16個)で桑ノ木津留第 2群は2%(2個 )で非常に少な

くなる。また、日東系が 4%(4個 )で上牛鼻系が 1%(1個 )で、西北九州との交易を示す、腰岳系

が合計 2個で、古里産が 1%(1個 )であつた。また、産地が特定できなかった遺物は4%(4個 )で

あった。産地が特定できなかった遺物については、遺物試料が小さい、または被熟などにより風化層が

異常に厚 くなっているなどの理由で本来の原石産地に同定されなかった場合、また未発見の原石産地の

原石が使用されているなどが考えられる。これを定量的に判断する方法は確定していないが、分析値と

顕微鏡下の観察など経験にたよつて推測している。今回分析した遺物が無作為に遺跡から抽出されたも

のであれば、本遣跡と交流が活発であった産地の原材が多く遺跡に伝播すると仮定すると、本遺跡では

姫島原産地が位置する北東九州地方との交流が活発であったと推定しても産地分析の結果と矛盾しない。
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表 9 九州西北地域原産地採取原石が各原石群に同定される割合の百分率 (%)

注 :同定確率を1%以上に設定した。古里陸地で採取された原石1個 (No.6)判定例
=古里第1群 (62%),松浦第1群 (37%),松浦第2群 (23%),腰岳(21%)が 1%以上で同定され
残りの125個の原石群に対しては1%以下の同定確率であった。古里陸地 (66個 )の腰岳
群37%は 66個の中の37%個は腰岳群に1%以上の同定確率で帰属される。

表10 久木野遺跡黒耀石の元素比分析結果

原  石  群

九州西北地域原産地地区名 (原石個数 )

古里    古里
腰岳    淀姫    陸地    海岸    中町    牟田   大石   椎葉川
(26)   (26)   (66)   (21)   (44)   (46)   (39)   (59)
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権 葉 川 群

37

63

11

25

14

14

32

51

24

17

9

5

57

33

24

24

51

26

18

28

33

51

49

33

2

88

68

57

2

91

80

2

95

12

98

5

33

24

48

ｒ初

日
巧

分

番

物
号
遺
番

土

点

出

地

元    素    比
Ca/K    Ti/K    Mn/Zr    Fe/Zr    Rb/Zr    Sr/Zr    Y/Zr    Nb/Zr    A1/K     Si/K

48848
48849

48850
48851

48852

48853

48854

48855

48856

48857

48858

48859

48860

48861

48862

48863

48864

48865

48866

48867

48868
48869

48870
48871

48872

48873

48874

48875

48876

48877

48878

48879

48880

48881

48882

“

一
３３

３７

３２

２９

２８

３４

一

一

十

一

一
２５

一

一

一

一

一　
一

一　
一

一

一
３‐

一

一

一

一

一　
一

一

一

一　
一

5-V
5-V
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-V
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-V
5-V
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-V
5-V
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-V
5-V
5-V
5-V
5-Ⅳ
5-V
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-V
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ

４０６
４‐４
４‐７
３００
３９６
４‐７
４０２
２６９
２５２
２８９
４９０
４‐６
２９５
０６３
２２０
２９６
３９８
７０２
３８２
４７‐
２４２
３２７
２７‐
３‐７
２９５
３６３
制
３７‐
３８‐
３８４
３５６
・７４
２２‐
３４‐
・６６

９６０
６３５
７７‐
４０２
００９
８２７
６９９
８９．
４３５
７３７
９０８
９２７
７９８
４６４
６５５
６８３
６０５
０５７
５２６
８２４
６‐６
６４３
２８０
６６５
４３７
７５８
７４４
６９５
９０９
５５０
６０６
４８７
０８２
０３‐
５３７

３．８
７６０
８８３
５５９
０６９
０６６
９８０
０２６
０５‐
８７９
Ｗ
９６‐
９９８
６５０
９‐０
９５９
７９０
３６８
６００
１０‐
９３６
８３６
５２３
９３９
６４５
９‐４
９６６
９５０
０６２
７４４
７２７
６６２
２７０
‐４７
７８５

５４４
４‐９
９７６
０９４
６２８
３８３
‐３‐
０８４
５３３
‐８６
７６３
４５．
０３６
７０‐
０６７
４９８
５２５
制
６２０
７０８
‐５３
７８７
６５４
３７‐
７２６
４７９
５３２
６５９
６８６
３５‐
‐４６
５０７
００３
７‐２
３９７

0,047

0.039

0.044

0.044

0 041

0 036

0.041

0 043

0.101

0.051

0.042

0.031

0,044

0.076

0.044

0.044

0.044

0.036

0.044

0 045

0.044

0.039

0.049

0 042

0.026

0.043

0 044

0.046

0.042

0 041

0.041

0 044

0.042

0.041

0 046

0 620

0.453

0.499

0.401

0.584

0.533

0.614

0,496

0.079

0.464

0 491

0 467

0.459

0 048

0 434

0.430

0.448

0.625

0.401

0.540

0.462

0.359

0.315

0.481

0.067

0.526

0.422
0.423

0.580

0,440
0.463

0 388
0.317

0 425

0 410

0.846

0 648

0,608

0.506

0.897

0.497

0.611

0.844

0.090

0,892

0.733

0.945

0.615

0.092

0.656

0.703

0 625

0.870

0.511

0.671

0.678

0.531

0.582

0.692

0.304

0.505

0,760

0.642

0.520

0.526

0.674

0.597

0 509

0 942

0.576

0,034      0 411

0.032     0.410
0.032     0 423
0.042     0 471
0.030     0.436
0,042      0 441

0.037      0.434

0.033     0.421
0.025      0.384

0.006      0.407

0 037      0.435

0.000      0.255

0 030      0.391

0 000      0.331

0.037      0 420

0.033      0.399

0.035     0.423
0,000      0 382

0.000     0.402
0.039     0.440
0.039      0.404

0.036     0.441
0.027     0.425
0.038      0.413

0 027     0.351
0 035      0.428

0.036      0.425

0.037      0.409

0 035     0,412
0.032      0 420

0.039      0.417

0 040      0.432

0.036      0 427

0.000      0.390

0 029      0_421

-53-



析
号
分
番

物
号
遺
番

土
点
出
地

元    素    比
Ca/K     Ti/K    Mn/Zr    Fe/Zr    Rb/Zr    Sr/Zr    Y/Zr    Nb/Zr    A1/K     Si/K

48883

48884

48885

48886

48887

48888

48889

48890

48891

48892

48893

48894

55731

55732

55733

55734

55735

55736

55737

55738

55739

55740

55741

55742

55743

55744

55745

55746

55747

55748

55749

55750

55751

55752

55753

55754

55755

55756

55757

55758

55759

55760

55761

55762

55763

55764

55765

55766

55767

55768

55769

55770

55771

55772

55773

55774

55775

55776

55777

55778

55779

55780

55781

55782

55783

55784

55785

55786

55787

55788

55789

」G― l

26

5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-V
5-V
5-V
5-V
5-V
5-Ⅳ
5-V
5-V
5-V
5-Ⅳ
5-V
5-V
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-V
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-V
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-V
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-V
5-V
5-Ⅳ
5-V
5-V
5-V
5-Ⅳ
5-V
5-V
5-V
5-V
5-V
5-V
5-V
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
5-Ⅳ
6-V
5-Ⅳ
5-V

８

３

７

０

１

０

１

４

８

３

５

２

９

２

８

５

３

３

８

３

３

９

０

５

８

４

１

５

８

８

４

４

６

４

１

９

‐７

２４

０５

８‐

５３

６４

５９

０７

８６

２４

２６

６０

４２

６７

０８

３６

６７

６７

６２

５６

３５

２４

７４

８０

５０

７９

６３

２０

４８

０１

８５

８５

６２

７０

８０

２６

３８

００

２４

３２

３２

０５

３４

３７

３５

３３

３５

００

３‐

３８

３‐

３３

２５

００

２‐

３９

００

３６

３２

３３

３４

３‐

００

２９

００

３４

‐９

３８

００

３５

３６

３‐

３‐

３４

３‐

００

４０

２９

００

３５

００

２７

３８

２４

２４

２９

２３

３７

０５

２６

００

２７

０４

３３

２５

２３

２７

０５

２３

００

３７

３‐

３‐

００

４３

２６

２５

２４

３

１

１

１

６

８

６

２

３

３

５

４

８

０

６

７

７

１

８

０

９

９

４

８

３

８

９

６

６

１

８

２

５

５

７

１

掲

５４

０５

７７

８‐

５７

６２

２６

０８

■

７６

６５

５‐

８９

０９

５８

５８

４９

６５

６０

５３

２９

６０

８０

５２

６５

５６

０４

５５

８９

３２

‐８

０９

５７

５４

銘

３

７

２

７

１

０

９

０

０

３

５

２

６

４

３

７

１

６

６

２

７

６

５

８

３

２

１

３

０

８

１

１

４

４

９

１

６‐

１６

０８

８‐

１‐

７４

８２

３９

００

８０

■

７８

６８

９２

‐７

２９

６．

７．

７３

７０

７６

３９

７６

８７

６５

６５

６６

■

４９

‐９

５２

６３

４６

７５

７２

制

0.168      0 494

0 480     0 763
0 258      0 539

0 332      0 613

0.452      0,794

0 269      0 704

0 351     0 569
0.329      0 724

0 458     0.549
0 311     0 731
0 403     0.622
0 309      0 000

0 319     0 676
0 325     0 681
0 157      0.364

0 339     0.695
0 283     0 045
0 272     0 118
0 106     0 000
0 455     0 775
0.133     0 643
0 398      0 608

0 454      0 623

0.437     0 781
0 375      0 704

0 365     0 482
0 446     0 740
0 209     0.436
0 178      0 040

0 376     0 591
0 243     0 000
0.342     0.576
0 107     0.000
0 435     0 687
0.329     0 752
0.604      0.872

0 281     0.872
0.329     0,743
0.353     0.669
0.337      0,640

0.357      0.663

0.297      0.071

0.248      0.047

0.359      0.566

0,263      0.828

0.114      0.999

0.413      0.642

0.205      0 044

0.210     0 045
0,458     0 619
0 104      0 041

0.209      0 439

0.249      0 058

0 275     0 076
0.319      0 978

0 296      0 082

0 284      0 040

0 434     0 871
0 280      0 067

0 272      0 060

0 242      0.090

0 300      0 071

0 291      0 096

0.140      0 044

0 424      0 629

0 421     0 878
0 432      0 628

0 350      0 000

0 080      0 000

0 315     0 243
0 225     0 062
0 275     0 052

0.040

0.035

0.024

0.040

0.039

0.033

0.044

0 043

0.043

0.037

0.040

0.096

0.046

0.042

0,037

0.046

0.091

0.088

0,132

0,053

0.045

0,048

0.040

0.053

0.044

0,040

0.041

0.043

0.111

0.048

0.065

0 045

0.132

0.053

0,042

0.046

0.042

0 046

0 041

0.047

0 049

0 096

0 098

0 038
0 046

0.036

0 040

0 087

0.085

0 037

0 127

0 050
0 093

0 094

0.047

0.095

0.095

0.045

0,091

0.091

0 095

0 098

0 091

0.133

0 043

0 046

0 040

0 508

0 736

0 030

0 092

0 210

JG-1:オ票準試料―Ando,A ,Kurasawa,H.,OhmOri,T &Takeda,E. 1974 comp■ ation of
: data on the GJS geochemical reference samples JG-l granodiorite and

JB-l basalt Ceochemical Journal, Vo1 8 175-192(1974)

-54-



表11 久木野遺跡出上の黒耀石製遺物の原材産地推定結果

析

号

分

番

料
号

試
番

遺物
番号

土
点
出
地

原   産   地 (確  率 ) 判  定 遺物品名
(備考)

48848 No l 5-V 観舌 崎 (2%),両瀬 第 1群 (1%) 夕L島 石鏃

5-V 観音崎 (41%),両瀬第1群 (38%) 象J片

N03 5-Ⅳ 両 瀬 第 群 (15%)、 観音崎 (7%) 石鏃片

48851 No 4 5-Ⅳ 観音崎 73%),両瀬第1群 (50%) 異形 石器

48852 No 5 5-V 両 瀬 第 群 (9% 石鏃

48853 No.6 5-Ⅳ 観音崎 0%),両瀬第1群 (4%) 石鏃 片

No 7 5-lV 観著 崎 1%)両 瀬 第 1群 (9% 石 鏃

No_8 5-W 両瀬第 辞 (19%),観音崎(2%) 石鏃

48856 No.9 5-V 桑 ノ木津留 第 1群 (25%) 桑 ノ木津 留 石鏃片

48857 No.lo 5-Ⅳ 両 瀬 第 1群 (18%)、 観 音 崎 % 姫島 まU片
No.11 5-lV 両瀬第1群 (55%),観音崎(6%) 象J片

48859 No.12 5-Ⅳ 素」片

48860 No 13 5-Ⅳ 両瀬第1群 (11%),観音崎(2%) 攻E島 釦1片

4886ユ No 14-1 5-V 里 第 3群 (86%)、 中町第 2群 (69%).松浦 第 4群 (35%) 古 里 石 鏃

48862 No.14-2 5-V 観音崎 (66%),両瀬第1群 (48%) 夕臣島 素」片
No 15 5-Ⅳ 両 瀬 第 1群 (6%)観 音 崎 %) 剤 片

4886コ No 16 5-Ⅳ 観 音 崎 (39%),両瀬第 1群 (33%) 素1片

48865 N0 17 5-IV 観 青 崎 (1%) 崇J片

No 18 5-Ⅳ 両 瀬 第 1群 (35% 観詈崎 (30% 素!片

48867 No 19 5-V 観音崎 (57%),両瀬第1群 (55% 石鏃 片

No 20 5-V 観音 崎 (83%),両瀬 第 1群 77% ま」片

No 21 5-V 両瀬第1群 (25%),観音崎 9% 永」片

48870 No 22 5-V 観音 崎 (68%)両 瀬 第 1群 43% 象」片

4887ユ N023 5-Ⅳ 両 瀬 第 祥 (99% 観 音崎 92% 象」片

48872 No 24 5-V 古 星第 群 (51% 松 浦 第 群 他7%)膠 幕 (42%) 腰岳 系 石鏃 片

48873 No 25 5-Ⅳ 両 瀬 第 群 (19% 観音 崎 4%) 夕E島 IJ片

48874 No 26 両瀬第 群 (87% 観音崎(54%) 姫 島 崇J片

No 27 5-Ⅳ 両 瀬 第 辞 (75% 観 音崎 54%) 剰 片

No 28 5-V 観音崎 1%),両瀬第1辞 %) 主J片

48877 No 29 5-Ⅳ 観 音崎 27%).両 瀬第1群 31% 象J片

No 30 5-Ⅳ 両瀬第 群 (77%),観音崎 51% 象」片

48879 No_3] 5-Ⅳ 観 音 崎 59%)両 瀬 第 1群 22% 円礫 崇J片

NO.32 5-Ⅳ 税 音 崎 38%),両 瀬第1群 22% 角礫 素J片

No.33 5-Ⅳ 両瀬第 群 (1%) 衆‖)十

48882 No.34 5-Ⅳ 観 音 崎 47%).両 瀬第1群 (9% 剥 片

48883 No,35 5-Ⅳ 観音崎 (38%),両瀬第1群 (18%) 角礫手J片

48884 NO.36 5-Ⅳ 象U片

48885 No.37 5-Ⅳ 「観音崎(38%),両瀬第1群 (18%) 姫島 象J片
48886 No 38 5-Ⅳ 両瀬 第 群 (30%)観青峠 (5°/。 ) 彙J片

48887 No 39 5-Ⅳ 両瀬 第 群 (24% 観 音 崎 4% 剰 片

48888 No.40 5-Ⅳ 両瀬第 群 (01%) 茉1)十

No 41 5-Ⅳ 両瀬第 祥 (7% 観音 崎 (1%) 剰 片

No 42 5-Ⅳ 観音崎 61%),両 瀬第1群 (52%) 主」片
48891 No.43 5-Ⅳ 両瀬 第 群 (12%),観音崎 (7% 象J片

48892 N044 5-Ⅳ 両瀬第 群 (10%),観音崎(4%) 剰 片

No.45-1 5-V 観 音 崎 1% 剤 片

48894 No 45-2 5-V 剰 片

55731 No 46 5-V 両瀬 第 1群 (7%) 姫島 象」片
55732 N0471 5-V 両瀬第 1群 (7% 観音 崎 (3%) 剰 片

55733 N0 47-2 5-V 観音崎(1%) 予I片

55734 No 48 5-Ⅳ 両瀬 第 1群 (72%),観音 崎 (28°/。 石鏃 片

55735 No 49 1 5-V 桑ノ木津留第1群 (75%) 4ノ 末澄留 剰 片
55736 N0 49-2 5-V 発 ノ木津留 第 2群 (29%) 桑 ノ木津留 剣 片

55737 No 50 5-V 五女 木 32%),日 東 (21% 白浜 (8%) 日東 系 剰 片

55738 No 51 5-Ⅳ 両瀬第 群 (11%),観音崎(7%) 女E島 剰片

55739 No 52 1 5-V 観 音 崎 28%)、 両瀬第1洋 (5% 象J片

55740 No 52 2 5-V 両瀬第 群 (78%),観音崎(43%) 象J片
55741 N053 5-Ⅳ 観 音 崎 23%).両 1頼第 1群 (24% 剣 片

55742 No.54 5-Ⅳ 両瀬第 群(2%) 剰 片

55743 No_55 5-Ⅳ 両瀬 第 群 (75%)観 青 崎 色6% 剣 片

55744 N056 5-Ⅳ 両瀬 第 群 (76% 観詈崎 (62%) 石鏃 片

55745 No.57 5-Ⅳ 両瀬第 群(1%) 主」片

55746 No 58 5-V 観 音 崎 47%).両 瀬 第 1群 5% 剰 片

55747 No 59 5-Ⅳ 微小象J片
55748 NO.60 5-Ⅳ 両瀬 第 1群 (72%)観 青 崎 (41%) 女E島 象J片

No.61 5-Ⅳ 案 ノ木津督 第 1祥 (0.1%) 4ノ 太澄留 刹 片
55750 No 62 5-Ⅳ 両瀬第 群 (87%),観音崎(77%) 攻E島 主J片

55751 NO.63 5-Ⅳ 日東 (5 %).五女木 (49%)、 白浜 (2%) 日栞系 象U片

55752 No.64 5-Ⅳ 両瀬第 群 (0 1%) 姫島 永」片
55753 No.65 5-Ⅳ 両 瀬 第 群 (83% 観 音崎 (16% 崇J片
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分
番

料
号
試
番

物
号
遺
番

土
点
出
地 原 産   地 (確  率 ) 判  定

遺物品名
(備考)

55754 No.66 5-Ⅳ 観 音 崎 (1%) 剰 片

55755 No.67 5-Ⅳ 両瀬第1群 (44%),観音崎 (4%) 象J片

55756 No.68 5-Ⅳ 観 音 崎 (71%),両瀬 第 1群 (69%) 象」片

55757 No.69 5-Ⅳ 両瀬第1群 (98%),観音崎 (91%) 剰 片

55758 NO.70 5-Ⅳ 両瀬第 1群 (67%),観音 崎 (16%) 象」片

55759 No.71 5-V 両瀬第1群 (88%),観音崎 (38%) 石 鏃

55760 No.72-1 5-Ⅳ 桑 ノ木津留 第 1群 (40%).滝川 第 1群 (2%) 薬 ノ木津留 象J片

55761 No.72-2 5-Ⅳ 築 ノ木津留 第 1群 (57%) 票」片

55762 No.73-ユ 5-Ⅳ 観音崎 (9%),両瀬第1群 (8%) 姫 鳥 剣 片

55763 No.73-2 5-Ⅳ 観 音 崎 (1%) 争U片

No.74 5-V 両瀬第1群 (01%) 巌J片

55765 No.75 5-Ⅳ 観 音 崎 (62%).両瀬 第 1群 (59%) 象」)十

55766 No.76 5-Ⅳ 桑ノ木津留第2群 (35%) 基 ノ未 澄 留 剥 片

55767 No.77 5-V 桑 ノ木津留 第 1群 (59%) まリキ

55768 No.78 5-V 観 吾 崎 (47%),両瀬 第 1群 (25%) 姫 島 劉 片

55769 NO.79 5-Ⅳ 五女 木 (36%).白 浜 (3%)日 東 (2%) 日東 系 象U)十

55770 No.80 5-V 観 音 崎 (19%),両瀬 第 1群 (4%) 姫 島 象」片

55771 No.81 5-V 桑ノ木津留第 群 (79%) 桑ノ木津留 争」片

55772 No.82 5-V 桑 ノ木津留 第 辞 (99%) 象」片

55773 No 83 5-Ⅳ 観音崎 (05% 姫 鳥 象J片

55774 No.84 5-V 桑 ノ木津 留 第 群 (83%) 桑 ノ木津留 票」)十

55775 No.85 5-V 集 ノ木津 留 第 群 (2%),滝川 第 1群 (1%) 素」片

55776 No 86 5-V 両瀬第1群 (84%),観音W訂33%) 姫 島 象」片

55777 No 87 5-V 桑 ノ木津 留 第 群 (59%) 墓 ノ未 達 留 lll片

55778 No.88 5-V 桑ノ木津留第 群 (0 1%) 象J片

55779 N089-1 5-V 桑 ノ木津 留 第 辞 (69%) Hll片

55780 No 89-2 5-V 桑ノ木津留第 群 (0.2% 剣 片

55781 No.9o 5-Ⅳ 桑 ノ木津 留 第 群 (76%) 剖 片

55782 No.91 5-Ⅳ 白浜 (1%),五女木 (3%),日 東 (1%) 白浜、日東系 剰片

55783 No.92 5-Ⅳ 両瀬 第 1群 (2%) 姫 島 制 片

55784 No.93 5-Ⅳ 観音崎 (1%) 剖片

55785 No。 94 5-Ⅳ 両瀬 第 1群 (29%).観音 崎 (7%) 剣 片

55786 No.95 5-Ⅳ チャー ト? 剖 片

55787 No.96 6-V 上牛 鼻 (14%) 上牛鼻 劉片

55788 No.97 5-Ⅳ 古 里 第 1群 (85%),腰岳 (87%),松浦 第 1群 (75%) 腰 岳 系 剖 片

55789 No.98 5-V 桑ノ木津留第1群 (41%) 桑ノ木津留 剖 片

[   ]は Ca/K、 Ti/Kの軽元素比を除いて多変量統計処理を行った結果、肉眼観察ではチヤート様の石材は肉眼観察では黒曜石との
区別が困難な場合が見られるが、55786は珪素の合有量が大きく、黒曜石でないと推測した。
注 :日本国内の各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、同じ分析装置でも判定基準の異なる研究方法

(土器様式の基準も研究方法で異なるように)も 関わらず、似た産地名を使用して藁科の産地分析の結果と連結するような

発表がありますが、全く関係 (相互チェックなし)あ りません。考古学資料とする場合常には同じ基準で判定されている結果で考察
する必要があります。過去に分析された試料を藁科の産地分析結果に連結させたい場合は再分析をお申しつけ下さい。

表12 久木野通跡出上の黒耀石製遣物の原石産地別頻度分布 (宮崎県東諸県郡高岡町)

縄 文 時 代
原 石 産 地 個 数 (%)

姫  島
桑ノ木津留

古 里 日 東 腰  岳 上牛鼻 不  明
時期 出土区 第 1群 第 2群

早期 5区 76(72%) 16(15%) 2(2%) 1(1%) 4(4%) 1(1%) 1(1%) 4(4%)

検出面 1(100%)
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2 久木野遺跡の上層とテフラ
早田 勉 (株式会社 古環境研究所)

(1)は じめに

宮崎県中南部の火山灰土中には、霧島火山や桜島火山などから噴出したテフラが多く認められる。テ

フラの中には、噴出年代が明らかにされている示標テフラがあり、これらとの層位関係を遺跡において

求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになっている。そこで

年代の不明な土層の認められた久木野遺跡において、地質調査と屈折率測定を合わせて行い、示標テフ

ラの層位を求めて、土層の年代に関する資料を収集することになった。調査の対象となった地点は、 5

区北端露頭、第 1地点、第 2地点、第 3地点の4地点である。

(2)土層の層序

5区北端露頭

この地点では、下位より褐色土 (層厚10Cm以上)、 橙褐色スコリア層 (層厚 7 cm,ス コリアの最大

径 3 mm,石質岩片の最大径 2 mm)、 褐色土 (層厚61Cm)、 白色風化降下軽石層 (層厚25Cm,軽石の最

大径 3 mm,石質岩片の最大径 2 mm)、 褐色土 (層厚51Cm)、 橙色軽石層 (層厚34cm,軽石の最大径

29mm,石質岩片の最大径21mm)、 褐色土 (層厚56Cm)、 褐色スコリア層 (層厚42cm,ス コリアの最大

径10mm,石質岩片の最大径 3 mm)が認められる (第34-1図 )。

これらのうち、白色風化降下軽石層、橙色軽石層、褐色スコリア

層は、層相から順に姶良岩戸軽石 (A―Iw, Nagaoka,1988)、 霧島

イワオコシ軽石 (Kr lw,遠藤ほか,1962)、 霧島アワオシスコリ

ア (Kr―Aw,遠藤ほか,1962)に 同定される。

第 1地点

ここでは、下位より黒褐色土 (層厚 8 Cm以上)、 黒色土 (層厚

10cm)、 灰色がかった黒色土 (層厚 8 cm)、 成層したテフラ層 (層

厚32Cm)、 黒褐色土 (層厚1lCm)、 黒色土 (層厚23Cm)が認められ

る (第34-2図 )。 成層したテフラ層は、下部の火山豆石混じり黄

橙色軽石層 (層厚 4 Cm,軽石の最大径 9 mm,火山豆石の最大径

4 mm)と上部の黄橙色細粒火山灰層 (層厚28Cm)から構成されて

いる。このテフラ層は、その層相から約6,300年前に鬼界カルデラ

から噴出した鬼界アカホヤ火山灰 (K― Ah,町田。新井,1978)に

同定される。

発掘調査では、下位より2層 目の黒色土中から縄文時代早期の上

器や集石が検出されている。

第 2地点

この地点では、下位より暗褐色土 (層厚10Cm)、 成層したテフラ

層 (層厚31Cm)、 暗褐色土 (層厚 8 cm)、 黒色土 (層厚18Cm)、 黒
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褐色土 (層厚39Cm)が認められる (第34-3図 )① 成層したテフラ層は、下部の火山豆石混じり黄橙色

軽石層 (層厚 4 cm,軽石の最大径 5 mm,火 山豆石の最大径 4 mm)と 上部の責橙色細粒火山灰層 (層

厚27Cm)か ら構成されている。このテフラ層は、その層相から K―Ahに 同定される。

第 3地点

ここでは、下位より若干色調の暗い褐色土 (層厚10cm以上)、 成層 したテフラ層 (層厚13Cm以上)

が認められる (第34-4図 )。 成層したテフラ層は、下部の火山豆石混じり責橙色軽石層 (層厚 3 cm,

軽石の最大径 4 mm,火山豆石の最大径 3 mm)と上部の責橙色細粒火山灰層 (層厚13Cm以上)が認め

られる (第34-4図 )。 このテフラ層は、その層相から K―Ahに 同定される。

(3)届折率測定

測定試料と測定方法

縄文時代早期の上器包含層や遺構の年代についての資料を得るために、第 1地点と第 3地点の K―Ah

の下位の上層 (いずれも試料番号 1)について、位相差法 (新井,1972)に よって屈折率測定を行い、

示標テフラとの同定に関する資料の収集を試みた。

測定結果

屈折率の測定結果を表13に示す。第 1地点試料番号 1に は、重鉱物として斜方輝石や単斜輝石が含ま

れている。斜方輝石の屈折率 (γ )は、1.7061.710である。また第 3地点試料番号 1に も、重鉱物と

して斜方輝石や単斜輝石が含まれている。斜方輝石の屈折率 (γ )1よ、1.705-1.710(中央値 :

1,7061.710)で ある。なおこの試料には、淡褐色で平板状のいわゆるバブル型ガラスが比較的多く含

まれている。火山ガラスの屈折率 (a)ィょ、1.5081.512である。この火山ガラスは、その特徴から、

上位にある K―Ahか ら何らかの攪乱作用により混入したものと考えられる。

さて、第 1地点と第 3地点の K― Ahの下位の上層 (いずれも試料番号 1)に含まれるテフラ粒子とく

にその重鉱物は、約6,300～ 6,500年 前に霧島牛の睡火山灰下部 (Kr USL,井 ノ上,1988,早 田,

1997)に 由来すると考えられる。

(4)小結

久木野遺跡において、地質調査と屈折率測定を合わせて行った。その結果、本遺跡には、少なくとも

下位より姶良岩戸軽石 (A― Iw)、 霧島イワオコシ軽石 (Kr lw)、 霧島アワオンスコリア (Kr― Aw)、 霧

島牛のすね火山灰下部 (Kr USL,約 6,300～ 6,500年前)、 鬼界アカホヤ火山灰 (K― Ah,約6,300年前)

の堆積していることが明らかになった。縄文時代早期の土器や集石遺構の層位は、 Kr USLの 下位にあ

る。

文献
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表13 久本野遺跡の屈折率測定

鯨
一１　３

試料   重鉱物   ・   属折率

1       0pX〉 ,PX       OpX (lγ ) :1.7oO工 1,710

1      0pk〉 Cpx      epx (γ ) :1.705-1.710

11.706-1,710)

opX,斜方輝石; lpX:単斜輝石・癌折率1よ位相差法
(新井,19721に よる.0 :中央値を示す.

-59-



図 2図 1 5区北端露頭の土層柱状図
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第34図 久木野遺跡 5区分析資料採取地上層柱状図
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3 久木野遺跡における植物珪酸体分析

杉山真二  (株式会社 古環境研究所)

(1)は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si0 2)が蓄積したものであり、植物が

枯れたあとも微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析

は、この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定お

よび古植生・古環境の推定などに応用されている (杉山,1987)。

久木野遣跡では、調査区全域で鬼界アカホヤ火山灰 (K― Ah,約6,300年前)の一次堆積層が認められ

た。 K―Ah直下層は地点によって土色が異なり、 5区の第 1地点では黒灰色土、第 2地点では暗褐色上、

第 3地点では褐色土となっている。ここでは、これらの土色と当時の植生との関係について検討を試み

た。

(2)試料

試料は、第 1地点～第 3地点のおもに K―Ah直下層から採取された計 8点である。試料採取箇所を分

析結果の柱状図 (第 35図 )に示す。

(3)分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次の手順で行

った。

1)試料を105℃ で24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに対して直径約40μ mの ガラスビーズを約0,02g添加

(電子分析天秤により1万分の lgの精度で符量)

3)電気炉灰化法 (550℃・ 6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz。 lo分間)に よる分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数。

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行

った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査

に相当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率

をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あた

りの植物体乾重、単位 :10-5g)を かけて、単位面積で層厚 l Cmぁ たりの植物体生産量を算出した。

ススキ属 (ス スキ)の換算係数は1,24、 メダケ節は1.16、 ネザサ節は0.48、 クマザサ属 (チ シマザサ

節・チマキザサ節)は 0。 75、 ミヤコザサ節は0.30である。
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(4)分析結果

分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を

行い、その結果を表14お よび第35図 (1～ 3)に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

機動細胞由来 :キ ビ族型、ススキ属型 (ス スキ属など)、 ウンクサ族

〔イネ科―タケ亜科〕

機動細胞由来 :メ ダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リユウキユウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お

もにメダケ属ネザサ節)、 クマザサ属型 (チ シマザサ節やチマキザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (お もに

クマザサ属ミヤコザサ節)、 未分類等

〔イネ科一その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 茎部起源、未分類等

〔樹木〕

ブナ科 (シ イ属)、 その他

植物珪酸体の検出状況

K―Ah直下層

第 1地点 (黒色土、試料 1)では、ネザサ節型が多量に検出され、ススキ属型やウシクサ族、メダケ

節型なども検出された。第 2地点 (暗褐色土、試料 4)と 第 3地点 (褐色上、試料 1)で もおおむね同

様の分類群が検出されたが、いずれも比較的少量である。また、第 2地点ではブナ科 (シイ属)が検出

された。植物珪酸体総数は、第 1地点では約13万個/gで あるが、第 2地点と第 3地点では約 4万個/g

となっている。

K―Ah直上層

第 2地′点の K―Ah直上層 (試料 2)で は、ネザサ節型やキビ族型、ウンクサ族などが検出されたが、

いずれも比較的少量である。その上層 (試料 1)では、ネザサ節型が大幅に増加している。

(5)植物珪酸体分析から推定される植生・環境

鬼界アカホヤ火山灰 (K― Ah,約6,300年前)直下層の堆積当時は、ネザサ節などのタケ亜科を主体と

してススキ属やチガヤ属なども見られるイネ科植生であったものと推定される。これらの植物は、日当

りの悪い林床では生育が困難であることから、当時の遣跡周辺は森林で覆われたような状況ではなく比

較的開かれた環境であったものと推定される。

これらの植物は、第 1地点 (黒灰色土)では繁茂する状況であつたと考えられるが、第 2地点 (暗褐

色土)や 第 3地点 (褐色土)では比較的少量であり、第 2地点周辺ではブナ科 (シ イ属)な どの樹木

(照葉樹)も 見られたものと推定される。このように、黒色上では暗褐色土や褐色土よりもイネ科植物

の量がかなり多くなっているが、同様の結果は県内の多くの地点で認められており (杉山,1997)、 イ

ネ科植物が黒灰色上の生成に大きく関与していることを示している。

その後、 K―Ahの堆積によって当時の植生は一時的に破壊されたと考えられるが、ネザサ節などは比

較的早い時期に再生して繁茂したものと推定される。
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表14 久木野遺跡 5区における植物産酸体分析結果

検出密度 (単位 :100イ固/2)

分類群＼試料
第 1地点 第 2地点 第 3地点

31 31 1

イネ科

キビ族型

ススキ属型

ウンクサ族 7

7

7

15

タケ亜科

メダケ節型

ネザサ節型

クマザサ属型

ミヤコザサ節型

未分類等

その他のイネ科

表皮毛起源

棒状珪酸体

茎部起源

未分類等

樹木起源

ブナ科 (シ イ属)

その他

60         47          6

488        298        116

8         34         79

8         27          6

53        81        55

30                               15

258         73         15         91

30         7                   15

15

30         88                    61

45

37

22

152

15

516

45

7

194

8

8

植物珪酸体総数 1,284      1,280        762 1,077        592         37        386 380

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/m2)

ススキ属型

メダケ節型

ネザサ節型

クマザサ属型

ミヤコザサ節型

0.09

0.70       0.55       0,07

2.34       1.43       0.56

0.06       0.25       0.59

0.02       0.08       0 02

0.35                             0.18

1.24       0.35       0.07       0,44

0.23       0 05                  0.11

0.05

0,99

0,21

0 28

※試料の仮比重を10と 仮定して算出。
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図版 5
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第 4節 まとめ

久木野遺跡は遺跡自体が広範囲で周知している。そのため、調査地点によっては全く異なった様相を

示す。今回は調査地点ごとの特徴と問題点などを提示することで調査のまとめとしたい。

まず、 5区であるが、前回調査した 1区
°)(1997年

報告)に隣接することからこの成果と比較しながら

述べていきたい。遺構については、 1区 と同じ形態の集石遺構が検出され、複数回使用されたことが明

らかとなった。調査区全体にみられる礫群は接合関係から集石遺構関連の遺構であることが推測できる。

両者の使用石材については、採取容易な砂岩を主保としており、久木野遺跡 1～ 3区や天ヶ城跡
口と同

じである。採取容易な石材で複数回にわたって使用した集石遺構の用途については特殊な意味合いを持

つかどうかも含めて今後の課題となろう。

5区で出上した土器は、塞ノ神式 (貝殻文系)と轟 1式が主体である。分布域をみると轟 1式は 5区

北側に集中し南側ではみられないが塞ノ神式 (貝殻文系)は全体に分布している。ただ、塞ノ神式 (貝

殻文系)は 1区では出土しておらず分布域が異なっている。石材も1区の状況と特に変わるものではな

く、分布域では黒燿石の姫島産と桑ノ木津留産が異なった在り方を示し、サヌカイトが姫島産に重なる。

この石材の分布域を上器の分布域に重ね合わせると、姫島産とサヌカイトが轟 1式の分布域に重なり、

1区同様に姫島産と轟 1式の関係が強いという可能性が高いことを示す。これは、桑ノ丸式の時期以降

から近隣の交易は確保 しながら、さらに北部九州などの広い交易圏をもった遺跡が多くなる
°としたこ

とに矛盾しない。ただしこれが同じ時期において広範囲 (ほ とんどの集団)における現象なのかそれと

も集団毎で異なったあり方を示すのかは今後の資料の蓄積を待つしかない。

アカホヤ降灰以降の遺物については、 1区では前期から後期までの出土であったが、 5区は桑 5式や

大平式、そして南は沖縄県まで確認されている曽畑式など前期から中期を主としている。

7区で出上した押型文土器は前平式上器よりも下位のレベルから確認されたが、両者間に間層などは

なく、これがそのまま新旧関係を示すものではないと思われる。

また、層位において、アカホヤ火山灰層直下の層で場所によって変化する色調については、分析の結

果、いずれも牛の睡火山灰下部であり、色調の変化の原因は当時の植生によるものであることが確認さ

れた。

註

(1)高 岡町教育委員会 1997『久木野遺跡 (1区～4区 )』 高岡町埋蔵文化財調査報告書第12集

(2)高岡町教育委員会 1998『天ヶ城跡』高岡町埋蔵文化財調査報告書第16集

(3)島 田正浩 1998「黒燿石からみる交流の一様相」『南九州縄文通信』12 南九州縄文研究会
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図版 6
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5・ 6区全景 (東から)

5区近景 (北から)
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図版 7

5区 V・ V層全景

14号集石遺構

集石遺構西側散石
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図版 8

2号土坑

5区 狂層】ヒ側

6区全景
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図版 9

7区遠景

7区全景 (西側から)

7区全景 (東側から)
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図版10
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